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例会報告  ＶＯＬ．５２ Ｎｏ． ２（Ｎｏ．2404） ７月９日（水）曇り（司会 古矢 満委員長） 

 本例会での主な事項 

 ◎会長挨拶    ◎2014-2015年度 事業計画発表 

        

 

ビ ジ タ ー 

米山奨学生  金 ウンビさん 

 

諸 報 告 

親睦活動委員会  荒井孝典委員長 

納涼会予定日のお知らせ・・・・９月６日（土） 内容についてはこれから精査します。 

 

幹 事 報 告  山野井周一幹事 

 週報受理クラブ 藤代ＲＣ 

 例会変更通知 竜ヶ崎ＲＣ 

 

理事会報告 

１．２０１４－２０１５年度 組織表変更について 

会員選考委員会・・・・中川莞爾会員退会につき、斎藤広巳会員に 

親睦活動委員会・・・・木幡 浩会員退会につき、空欄 

２．２０１４－２０１５年度 指名委員会（７名） 

 田上秀雄会員・白井 豊会員・大塚令昌会員・青木正弘会員・熊谷 昇会員・武藤康之会員 

 海老原良夫会員 

３．２０１４－２０１５年度 監査委員（２名） 

 白井 豊会員・大塚令昌会員 

４．米山カウンセラー・・・・五木田利明会員 

５．８月例会予定 

 ８月１３日（水）・・・・休会 

６．国際奉仕委員会より 交換学生派遣について 

 オリエンテーション ７月２６日（土） 

 派遣 ８月８日～８月１７日  ３名の学生 

・・・・・・・・・・・・承認されました・・・・・・・・・・・・・ 

 

会 長 挨 拶  武藤康之会長 

皆さん、こんにちは。そして本日のゲストのキムさん、ようこそお

出で下さいました。 

会員一同、歓迎申し上げます。以前からキムさんは、当クラブ

の会員さんとは顔なじみですが、先月から始めた席の移動で、

より多くの会員と会話や雑談を通して楽しい時間を過ごして頂

ければ大変うれしく思います。廻りの席には、怖い顔や面白い

顔をしたオジサン達が座っていますが、キムさんのその明るさ

と美しさで、日本のオジサン達の心を和まして下されば、重ね

て有意義な時間になると思います。また、例会以外にもクラブ

の親睦事業を計画しています。そちらにも是非参加して頂ければ、日本での楽しい思い出の１コマとなると思

います。 
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さて、ここ１～２日のニュースでは「史上最大級」あるいは「命に関わる」といった見出しの台風への注意喚起

の報道がされています。今後の進路次第では我々の関東地方でも万全の備えをしなければなりません。学

校の休校はもちろん、我々の会社や業務への支障も懸念されます。でも、日本人は働きます。例え、会社や

事業所に泊まり込んでも、甚大な被害が出るまでは、ギリギリまで働こうと考える人は多数いると考えます。日

本国内で仕事をしている外国人（特に欧米系）から見ると、この考え方は非常に不思議で理解に苦しむという

事です。昔では考えられないライフスタイルとなった現代の日本ですが、この勤勉性の日本人の血は、まだ

まだ強く残っています。狩猟民族と農耕民族の違いというものでしょうか？ 

本日のプログラムは年度当初恒例の各委員会事業計画の発表です。各委員長さんにおかれましては、ここ

ろよく委員長職をお引き受け頂き、また１年間ご苦労をおかけするとは思いますが、何卒よろしくお願いいた

します。 

 

２０１４－２０１５年度 各委員会事業報告 

会員組織委員会  田上秀雄委員長 

当委員会の使命は、強固なクラブの組織造りであり、そのために会員増強・広報・

職業分類・会員選考・ロータリー情報の５委員会を統括すると共に、会長方針に従

い、事業計画の完成を目指すものであります。従って５委員会とは常に連携を保

ちつつ、次のような活動を進めて参りたいと存じます。 

１. 会員増強に於いては、実増２名を確保する。 

２. 地位化社会におけるロータリークラブへの認識度の向上。 

３. 未充填項目の充填と合わせて、新しい職業分野の開発。 

４. 会員並びに会員候補者に対しロータリーの知識と理解の伝達 

上記４点を強化目標と定め、一層のクラブ組織の確立に努めてまいります。 

 

会員増強委員会   大塚令昌委員長 

会員増強には私大塚が委員長に、副委員長に白井 豊会員、委員に隅屋

会員と年間頑張ります。 

２０１３－２０１４年度は１名の会員増強がありましたので、今年度は純増３名

を目標に頑張りますので、会員の皆様もご協力の程お願い申し上げます。 

 

 

 

 

職業分類委員会   松坂興一委員長 

ＲＩによるところの入会基準の規制緩和により当クラブでは、職業分類表の見直

しを行なった結果、未充填項目は一時８にまで減って２８２０地区内においてトッ

プであったが、現時点で１０を数えるに至っている。直ちに見直しの必要は内も

のの常に見守りながら、適切に対応する必要がある。また会員増強・会員選考

の両委員会と連携を密にして、会員の増強にも協力していく所存である。 

今年度分類表を表記します。（別紙参照） 

 

 

会員選考委員会   小島富雄委員長 

当委員会は、会員増強委員会、職業分類委員会と連携を密にして、新会員の社会的評判、職業上会員とし

て的確であるかどうかを良く検討し、決定内容と共に理事会へ報告説明致します。 

検討内容として 
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１. 例会に出席できるかどうか。 

２. 社会的評判はどうか。 

３. 入会後「奉仕の精神」を理解し活動参加できるか。 

４. 会員としての財政的義務を果たす事ができるか。 

以上の項目をふまえて会員選考に努めます。 

 

 

 

 

ロータリー情報委員会   青木清人委員長 

当委員会は、会員へのロータリー情報の周知とロータリーの正しい理解並び

に退会防止に努めたいと考えています。 

次の事を実施します。 

１. 入会５年未満の会員のためのオリエンテーションを実施する。 

２. ロータリーの最新情報を会員に提供する。 

３. 地区の行事には出席を促し、ロータリーの理解を深めてもらう。 

 

 

クラブ管理運営委員会   海老原良夫委員長 

出席・親睦活動・ＳＡＡ・プログラム・会報・雑誌・ＩＴの７つの委員会構成から成る

当委員会は、各委員会との連携を密にし、武藤会長のワンポイントメッセージで

ある各委員会の機能保持と効果的な運営活動の実施、各委員会の年次目標達

成への援助を図ってまいりたいと考えております。 

 

 

 

 

出席委員会    登坂 寛委員長 

当委員会は、会員の義務である例会の出席を奨励し、出席率を向上するため

以下のような活動を計画します。 

１．出欠の管理を徹底し、無断欠席の排除に努めるとともに、お弁当の余りを削

減するように努力いたします。 

２．あらゆるロータリークラブの会合への出席と、他クラブ例会への出席を奨励し、

各会員の出席率の向上を図ります。 

３．長期欠席者のアプローチと、出席へのフォローを行います。 

 

親睦活動委員会   荒井孝典委員長 

1：毎月の会員様およびご婦人様のお誕生日の紹介 

2：お客様のご紹介 

3：9月に会員親睦を兼ねた納涼会の企画 

4：12月初めに会員及びご家族の親睦忘年実施 

5：4月中旬会員及びご家族の親睦観劇会実施 

6：5月に会員親睦ゴルフコンぺの実施 

以上を今年度の事業計画とし会員相互の親睦を目的として明るく楽しく喜んで

頂ける企画を心掛けて行きます。 
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会員皆様のご協力よろしくお願いいたします。 

 

ＳＡＡ委員会   染谷秀雄副委員長 

１. ロータリーの基本活動であります例会をリラックスした親睦ムードの中で進

行出来るように配慮していきます。 

２. ニコニコボックス目標額の達成を目指します。 

３. 例会場設営に不備がないように配慮します。 

 

 

 

国際奉仕委員会   北村英明委員長 

近年、政治・経済・文化・あらゆる面で国際化が急速に進んでおります。特に若

い世代の人たちがグローバル意識を持ち海外でも活躍し得る素養をつけるキッ

カケとなることを願い、また会員も海外人との交流の場をもち、国際理解を深め

るために当委員会は、永年の継続事業であるオーストラリア・ツウンバとの交換

学生の事業を中心に活動する予定です。 

以下が具体的活動予定です。 

１. ツウンバＲＣへの短期交換学生の派遣 

２. ツウンバＲＣからの短期交換学生の受入 

３. ２８２０地区国際奉仕委員会による海外奉仕プロジェクトへの協力・参加 

 

出 席 報 告   鈴木勝久副委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜   暇 メーク 出席率 

５３名 ４１名 １２名 ０名 ０名 ７７．３５％ 

 

ニコニコボックス  染谷秀雄副委員長             入金計 ￥19,000     累計 ￥181,000  

２年９カ月にわたりご指導頂きありがとうございました。人生の中でとても有意義な一時でした。  木幡浩様 

今週もよろしくお願いします。  武藤会員 

その他  山野井・石井  各会員 

会員増強委員会よろしくご協力お願い申し上げます。  大塚会員 

前回、誕生祝御礼忘れました。   五木田（利）会員 

人間優れた仕事をするためには、自分ひとりでやるよりも他人の助けを借りる方が良いものが出来ると悟った

時、その人は偉大なる成長をするのである（アメリカ鉄鋼王 アンドリュー・カーネギー） 熊谷会員 

永遠の未完成、これ、完成なり という宮澤賢治の言葉があります。私はいまだに自分を大器晩成型だと信じ

てます。    青木（正）会員 

 

会報委員会   鈴木茂徳委員長   二本松恭行副委員長 
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 ロータリアンの皆さん、私はロータリーの中に、奉仕や責任の重要性、家族や

他者の尊重といった中華的価値観を見いだします。私は孔子を世界で最初の

ロータリアンと呼んでいます。それは、孔子はロータリーが創立される 2500 年

前の人物であるにもかかわらず、ロータリーの考え方と彼の考え方が非常によく

似ているからです。彼の言葉に「與其抱怨、不如改變」という言葉があります。 

言い換えると、「ただ座って暗闇を呪うよりも、ろうそくをともした方がいい」という

意味です。 

この言葉は、世界の問題に対するロータリーの取り組み方を要約しています。

世界には困難なことが山積しており、支援を必要としている人がたくさんいます。

多くの人がこの状況を見て「私ができることは何もない」と言います。そして彼ら

は何もせず、何も変わらないのです。 

しかし、これはロータリーの流儀ではありません。ロータリーなら、ろうそくをともします。私が一本のろうそくに

火をともし、あなたが一本のろうそくに火をともします。そして 120 万人のロータリアンがそうします。私たちが

一つになれば、一人ひとりですることより、ずっと大きなことができるのです。一つになれば、世界を輝かせる

ことができるのです。 

2014－15年度、私は皆さん一人ひとりに、皆さん自身のロータリーのろうそくに明かりをともすようお願いしま

す。一緒に「ロータリーに輝きを」与えましょう。 

「ロータリーに輝きを」もたらす方法は、たくさんあります。私は多くの皆さんが、「ロータリーデー」を開催して、

それぞれの地域で、ロータリーのことを、そして私たちが行っていることを示してくださることを期待しています。

ローターアクトクラブやインターアクトクラブを皆さんの奉仕活動に巻き込んで、ロータリー家族の新世代をロ

ータリーの会員に近しいものにしてほしいと願っています。そして皆さん方が、ご自身の配偶者や家族を含

む新しい会員をロータリーに誘い、強いロータリーを維持してくださることを期待しています。 

「ロータリーに輝きを」もたらすために、私たちができる最も重要なことは、おそらく、私たちが四半世紀以上も

前から行っている活動、ポリオ撲滅を実現することです。私たちはゴールに限りなく近づいています。しかし

闘い続け、勢いを維持し、「ポリオ撲滅・エンドゲーム戦略計画」における必要経費と資金との溝を埋め続け

なければ、そこにたどり着くことはできません。 

「ロータリーに輝きを」は、今年度の私たちのテーマですが、単なるテーマではありません。それは、ロータリ

ーにいる私たちがどのように世界を見、自分たちの役割を見いだすか、ということです。暗闇の中でただ座っ

ているだけでよい人などいないと私たちは信じています。そうではなく、「ロータリーに輝きを」に向かって 120

万人が一体となるのです。これが私たちの目標であり、皆さん方への私の挑戦です。 

 

GARY C.K. HUANG 

PRESIDENT, ROTARY INTERNATIONAL 

 

 


